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＜病棟連絡事項＞
・電子カルテの日誌、入力不要となりました。（スタッフ勤務も）
・ヘパロック導入。基準手順書作成中です。
・医師会検査センターの年末年始の業務について

◎12/30（土）は午前中までの受付

◎12/31（日）～1/3（水）まで休業

◎1/4（木）から通常営業

◎細菌検査（培養・検便等）→12/26（火）までの受付

※血液培養は12/23（土）まで

◎外注検査（薬剤血中濃度・ホルモン系等）→12/28（木）までの受付
・年末年始の売店営業について

　12/29（金）までは通常通り、1/1（月）は売店お休み、1/3（水）～通常営業となります。

＜患者様連絡事項＞
・山下　佳奈様～外出Drより許可、御家族へ連絡お願いします。
　　　　　　　　不穏時リスパダール処方となっています。

・中居　敬悦様～ボラザG軟膏処方となっています。

・飯岡　未来様～排便困難訴えあり希望にてグリセリン浣腸60ml施行し反応便あり。

・中山　真由美様～腹痛時ビオスリー、嘔気時ナウゼリン処方となっています。
・福島　司子様～臨時薬7日分レキサルティ中止の物継続処方。

・淡路　智恵子様～ロキソプロフェンNa（60）1T　14日分継続処方。
・島脇　法依様～婦人科受診について、父様へ確認のため架電。子宮体癌の可能性が高くなることから婦人科医からは全摘出を提案されていたが、父様より先に本人へ伝えたことから婦人科への不信感があり、また受診する度に同様の話をされるため本人の負担を考慮し退院後に受診するとのお話しあり。市民病院からも既に父様へ連絡があり今回の受診はキャンセルしているとの事。

また、父様より本人の状態確認も含めた年末年始の外泊につい　て希望あり、日程について再度連絡頂く事としている。

・續石　啓介様～主治医より、退院後病状悪化時の当院への再入院可能と確認が

とれた事を大粒来氏にお伝えしている。市内に申込可能な施設　が3件あり、進めいていく事お返事いただいている。
・インフルエンザワクチン予防接種：小笠原　大雄様、島脇　法依様実施。
＜ベッドコントロール＞
・淡路　弘一様～東B3号室→西A41号室
・大釜　美香子様～西A41号室→西B26号室

＜要注目患者様ケース検討＞
・柞木田　翔様～本日日勤帯では衝動行為無く経過しています。転院ではなく退院の希望などあり、主治医に会った際お話していました。感情的になる事なく自制出来ています。引き続き精神症状観察していきましょう。
・高杉　洋子様～朝食は車椅子へ移乗し居室内で摂取されお粥は全量、他は閉口し顔を背け拒否見られています。飲水要求あるも、食事中に飲水することで嘔吐することあるためある程度摂取したあとに飲水するよう説明し了解されています。「こんなに頑張ってるのに、この年になってもう頑張りたくないよ」「食べたくないものも我慢して食べてるのに」と自暴自棄な発言見られています。昼食時は「食べたくない」と拒否あり、水分のみ50ｍｌほどの摂取となっています。引き続き水分摂取促していくとともに体位交換や皮膚状態の観察を行っていきましょう。
・木村　柚子様～不調訴えや放歌も見られず落ち着いて過ごす事が出来ています。御家族が自宅退院は拒否されていると情報ありますが、面会や外泊訓練など行っていきましょう。

・福島　司子様～本日14：00～カウンセリング実施しています。
昼食後薬の声掛けしていますが不明確な反応　行動がみられています。精神状態改善せず経過している為、看護記録への記載と主治医への報告をしていきましょう。
＜村上Dr.患者様診察情報＞
・森　政博様～診察にて飲酒に関連した言動は聞かれず経過している事

年明けに外泊訓練を進めて行く予定である事、作業療法に参加出来ている事、服薬も自ら来詰出来ている事を情報提供。

診察中穏やかに受け答え出来ている。また主治医より運動をし体力を

付けていくよう説明され了承している。処方薬の変更は無い。
・藤井　理代様～診察にて、独語を話されている様子や妄想発言が聞かれている場面があった事、高笑いするなど、気分の高さがある事、最近は食事摂取量が増えている事を情報提供している。診察時食事に関し「豆が食べられるのに出て来ないんです」と訴えあり。毎食ご飯に変更、豆禁は解除となる。また気分の高さに関しては一時的である事から処方薬については変更せず様子を見る事となる。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・川原　サエ子様～診察前よりドアの前に立ち尽くす様子あり。入室後も「首を絞められているような…」感覚があり、人の手であるとも話されている。臨時薬就床前のリスパダールがオランザピンに変更、他同内容で処方となる。
　他、電子カルテ参照して下さい。
＜作業療法実施状況＞

・高杉　洋子様～その日の精神　身体状況により離床促し、飲水要求時は適宜補水の介助をしていきます。

＜転入患者様情報＞
淡路　弘一様
・受持ち担当：藤原
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男

●食事

●義歯

●排泄

　

●清潔

●睡眠 

無

洗濯家族  

喫煙無

間食制限

金額上限なし

最終入浴日（令和5年12月12日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

自宅

現在の処置 なし

ADL

備考

【緊急時】搬送

【洗濯】家族洗濯

【売店】上限なし

【退院支援】自宅

【私物】返却物倉庫に保管

【貴重品】現金→46，287円、通帳、免許証、カード類、ギフトカード、おくすり手帳

スマホ、ゲーム機の持ち込みあり。持ち込み荷物大量にある為必要品以外は家族へ返却予定。



薬剤・環境調整等おこない、本人の病状安定したのち自宅へ退院予定としている。



最終排便（令和5年12月12日）

精神症状 幻覚・妄想状態

問題行動 なし

処遇制限 なし

自立

 

なし

入院年月日 令和5年12月1日　（1回目）  入院形態　：　任意

病名 統合失調症  身体合併症　：　不眠

転棟サマリー

（東病棟Bユニット→西病棟Aユニット）

転出日：R5年　12月　13日

患者様氏名 淡路 弘一  　様  担当主治医　：　柞木田　なつみ

   

 

無

 

自立

 

自立

入院前は整容面問題あったが、入院後は入浴出来ている。

 


